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	報 告 者
	クラブ　広島ｾｰﾘﾝｸﾞｽｸｰﾙ　　学年　７年生　　氏名　松尾虎太郎　　    

	大 会 名
	IODA EUROPEAN CHAMPIONSHIP 2011

	開 催 地
	ポルトガル　TAVIRA

	大 会 期 間
	2011年７月2日～2011年7月9日

	セールNo
	JPN 3119
	最 終 順 位
	88位


	気温、水温

ウエアについて


	ポルトガルはとても暑かったが、水温は低く、スプレーを浴びると寒いくらいでパト゛ジャケを着て出た。
また、陸でも日陰は涼しくて過ごしやすかった。



	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	風は毎日午後から決まってシープリーズが入り、3～5ｍくらいは吹いた。
が、逆に10ｍを超えることはなかった。

潮がきついので流されやすかった。


	　セッティングで

注意したこと
	風の強弱があったので、そのたびに海上でもセッテイングを変えるようにした。

	　セーリングで

　注意したこと


	外国の選手にスピード負けしないように、ｽﾋﾟｰﾄﾞを意識してレースをした。
　　



	　海上で練習した

こと
	みんなで集まって並んでクローズで走ったり、他国のチームの人とスタート練習をしたりした。

	　実際のスベリは

　どうでしたか？


	常にスピードを意識していたので、あまり悪くなかった。


	　スタートは、

　どうでしたか？


	外国の選手は1分〜２分前にはスタートラインに並ぶので、初めは自分の思った位置からなかなかスタートできなかったけど、レースを重ねてだんだん慣れていくうちにだいぶ自分らしいスタートができるようになった。


	　コース戦略は

　どうでしたか？


	左右の振れは少ない方だったけど、そのぶんチョットの振れを大切にしないといけなかった。

	　自分より上位の

　選手との違いは？


	上位の選手は悪い順位からでも最後まであきらめずに、順位を上げることができていた。

	　国内の練習で

　役立ったこと


	スピード練習。

スピード負けする事はなかったが、コース取りで引き離されたと思う。

	　国内の練習で

　足りなかったこと


	スタートの練習。

どうしても一列目に並ぶ事が出来ず、悪いスタートをしてしまう回数が多かった。

	　印象に残った

外国選手は？

　
	外国の選手は全員印象に残った。
みんな夜遅くまで遊んだり自由にしているけど、上位の選手ほどレースが始まると上手く切り替えができてレースに集中できていた。
海の上でも、自分のやらないといけないことをしっかりとやっていた。

	　今後の課題と

　目標は？
	もっと練習して、外国人選手に圧倒されない事。
もっと英語を勉強して、コミュニケーションをとりたい。

	　ＪＯＤＡへの要望
	

	　

その他


	


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

